
昼間部 1年
講義科目

28.8時間
24コマ
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前期はレポートとグループワークの発表を通じて評価する。

後期は試験で評価を行う。試験は試験期間に設定し、形式は文書試験とする。その他に自由課題を提示する予定。

本校の規定に基づき、全科において共通評価基準にて算出する。

①試験得点＝50％（10ポイント）

②出席率　 ＝50％（10ポイント）

以 上

学生へのメッセージ ホテル・ブライダルの現場では接するお客様の背景にも世界の動きは密接にかかわってきます。そのため、接客をする上で、国際的な知
識が役に立つこともあるでしょう。この科目では、日々の国際ニュースを扱い、、みなさんが「今」起こっていることを理解することはもちろ
ん、世界の仕組みや外国の事柄、国際問題に対する考え方を持てるように、「見る」、「知る」を大事にして進めていきます。

成 績 評 価 方 法

上記の2つの項目をそれぞれ１０ポイント（合計20ポイント）に置き換えて、そのポイントに応じてA,B,C,D,F評定を決定す
る。

尚、前提基準として①試験全体平均点の50％未満。または②出席率の50％未満に該当する場合には「F」評価とする
が、通年教科の後期学年末の評価については、前期および後期全体の状況をもって算出する。

関 連 科 目
異文化コミュニケーション、国際情勢2

参 考 書
適宜プリントを配布して授業を行う

授 業 の 進 め 方 主にアクティブラーニング型の授業とワークショップ型の授業を織り交ぜて実施します。2つの方法でめざすことは下記の通りで
す。
アクティブラーニング：事前課題に調べたこと、授業内で調べたことを土台にグループで議論をすることで、自分の見えていな
かったことを共有し、知識を増やしていきます。
ワークショップ：体験を通じて感じるだけではなく、その気づきを言葉にすることで学びを深めます。

試験の実施方法

Workshop (Let's introduce countries 2)

SDGs so far and future (EDGs, zero emissions, sustainability) 　

Examination

Economy and Environment (Sharing Economy, Circular Economy, Corporate Social Responsibility, ESG Investment) 

What is wealth? (GDP, relative poverty rate, taxes and welfare state) 　

Education in the World (Affirmative Action, Literacy Rate, Higher Education Enrollment Rate) 

Population problems in the world (population pyramid, total fertility rate, infant mortality rate) 

Statistical data and current affairs

Workshop (Let's introduce countries 1)

Workshop (Fashion and SDGs)

Refugee issues and foreigners working in Japan (visas, diversity & inclusion)

Summary

Workshop (Rare Metals)

Workshop (Beyond the Coffee Cup) 

Reality in Coffee Producing Countries (Monoculture Economy, Fair Trade, Rainforest Alliance, Ethical Consumption)

From McDonald's around the world (prices, multinational corporations, food culture)

Food self-sufficiency and food mileage (food self-sufficiency, food security, free and protected trade)

Virtual overseas travel and presentation section (food culture, tourist attractions, national circumstances)

Workshop (What is SDGs?)

Concept of SDGs (Goals and Targets, Backcasting, Earth Overshoot Day)

Workshop (Plastic Waste)

Orientation, self-introduction by instructor, workshop (Thinking about differences in values)

Workshop (If the world were a village of 100 people)

Virtual overseas travel, preparation (countries, nationalities, currencies, climate)

2単位 年 間 授 業 時 間 数

教 科 書

授 業 計 画
内容

■授業・科目情報

学 習 目 標 国際情勢を理解するために必要な知識は多岐にわたり、一朝一夕に獲得することは難しい。むしろ、知識を得るための
スキルを身につけること、世界情勢と日常生活が繋がっていることを感じ、日ごろから情報を得ていく態度を養うことを
重視した授業展開とする。そのため、座学だけではなく、ワークショップ、ジグソー法といった参加型の手法を活用し、体
験型の学びをめざし、授業内でアウトプットをする機会を設けていく。

科 目 区 分 一般教育科目 授 業 コ マ 数

授 業 科 目 名 国際情勢1（英） 英 文 授 業 科 目 名 Current Affair Ⅰ
年 度 ２０２４年度 年 次 英語専攻科
開 講 学 期

担 当 教 員 名 佐藤健太郎 実務経験なし 備 考

経 歴

通年 授 業 の 方 法

単 位 数

授 業 概 要（シラバス）　
■科目基本情報 専門学校日本ホテルスクール

科 目 番 号 GS１０１ 分 類 講義科目


